
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手話でおしゃべり 

見て、まねて、手話を楽しむひととき 

「手話でおしゃべり」は、月に３回活動し

ています。現在のメンバーは８名。 

聴覚障がいのある方も参加されており、日

常会話で使う手話にふれながら、楽しく手話

を学ぶことができます。 

手話でのおしゃべりを楽しんだり、和やか

な雰囲気の中で茶話会をしたりしながら、楽

しく交流を深めています。 

 「手話に興味がある」 

「新しいつながりを見 

つけたい」そんな方は、 

まずは、見学から 

お気軽にどうぞ！ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ紹介 
認知症を地域で支えるために 

 

廿日市市認知症サポート企業に認定されました

４月 30 日（木）浅原交流館の職員を対象に「認知症サポーター養成講座」を開催しま

した。認知症について正しく理解し、見守りや支える活動に取り組んでいただける身近な

お店や事業所は、「廿日市市認知症サポート企業」として登録されています。 

このたび浅原交流館は、佐伯地域で第１号の認知症サポート団体となりました。 

認知症は、誰にとっても身近なことです。「少し話を聞いてみたい」「地域や個人でどん

なことができるのか知りたい」と思われる方は、数人お誘い合わせのうえ、ぜひ、市社協

佐伯事務所までご相談ください。 

◆ 第１木曜日：10：00～ 

◆ 第３月曜日：10：00～ 

◆ 第３木曜日：10：00～ 

活
動
日 

 

 

 

佐伯地区共同募金会では、今年も寄付金付商品「カープ

Tシャツ」の予約受付を行います。 

2026 年の新作 Tシャツは、通気性のよいメッシュ素材を

使用し、カープのロゴをあしらったデザインです。カープ

ファンの皆さまに、ぜひおすすめしたい 1枚です。 

また、今回お申込みをいただいた方の中から抽選で、 

9 月 11 日（金）にマツダスタジアムで開催される 

横浜 DeNA 戦のペア観戦チケットをプレゼントします。 

ぜひ、この機会にお申込みください。 

T シャツ：3,000 円（税込み） 

 

 

赤い羽根×カープコラボ T シャツ 2026  

 

◆申し込み先 

市社協佐伯事務所 ☎72-0868 

◆申込〆切 

7 月 17 日（金）必着 
 

顔の見える関係づくりで支え合える佐伯地域へ 

  

 

 

 

 

 

 

 花かごは、地域のつどいの場・交流の場としてご利用いただけます。グループ（団体）で利用を 

希望される方は、市社協佐伯事務所まで、どうぞお気軽にご相談ください。 

皆さんのハンドサインは『 I LOVE YOU     』 

 

6 月 18 日（木）、友和市民センターにおいて「佐伯地域福祉施設・事業所連絡会」を開催しました。当日は、障害者施設や高齢

者施設の関係者、行政職員、市民センター職員など計 2１名が参加しました。 

会議では、地域福祉活動計画に関する勉強会と、それぞれができる地域貢献について意見交換を行いました。 

 地域福祉活動計画については、住民とともに作成する「住民主体の計画」であること、また市が策定する地域福祉計画との連動

性について、改めて理解を深める機会となりました。 

また、各施設・事業所の取り組みとして、車両やスペースの貸し出しといったレンタルサービスのほか、筍の時期には筍掘りが

体験できる活動や、漫画の読み放題など、ユニークで魅力的な地域資源の共有も行われました。 

本連絡会では、住民だけでなく福祉施設・事業所、行政、社会福祉協議会が「顔の見える関係」を築き、相互に連携しながら支

え合える佐伯地域を目指していくことの重要性を改めて確認しました。 

 

売上の一部が共同募金

の寄付になります。 

Carp 


